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　このたび、江別市では、「えべつ未来づくりビジョン（第７次江別市総合計画）」を策定し、将来
都市像「幸せが未来へつづくまち　えべつ」を掲げて、令和６（２０２４）年４月から新たなまち
づくりをスタートさせます。

　時代は今、大きな変化の流れの中にあります。

　世界的に見ると、新型コロナウイルス感染症の流行によって生活様式が大きく変化したほか、
地球温暖化に伴い激しさを増す自然災害の多発や、国際紛争によって生じた物価高騰など、
世界・地球規模の出来事が、私たちの身近な生活にも大きな影響を及ぼしています。

　また、日本全体では、少子高齢化の進行と本格的な人口減少が始まっており、直近の国勢調査
結果において人口が増加した本市においても、今後は、この流れを受けて人口が減少していくこ
とを見込んでいます。

　こうした状況から、行財政運営を取り巻く環境についても厳しさを増すことが予想される
ため、人口減少対策などの重要な課題に対し、これまで以上に柔軟かつ大胆に対応しながら、
新しい時代に挑戦し続け、様々な困難を乗り越えていく必要があります。

　今回の計画を策定するにあたっては、市民５，０００人を対象に「まちづくり市民アンケート
調査」を実施したほか、市民の皆様から直接意見を伺う「えべつの未来づくりミーティング」に
おいて、中学・高校・大学生をはじめ、子育て中の方や地域で活躍される方など３０のグループに、
市の若手職員も加わり、まちの課題や未来について意見を交わしました。

　市民参加の取組を通じて得られた意見を踏まえて作成した計画案は、学識経験者や各関係団体
の代表者、市民委員で構成される行政審議会において審議いただいたほか、本計画の基本的な
構想部分については、市議会における審査を経て、議決いただきました。

　このように、本計画は、江別市にかかわる多くの皆様とともに創り上げた大切な計画です。

　これからも「江別市に住んで良かった」、「このまちにずっと住み続けたい」と思っていただける
よう、「えべつ未来づくりビジョン（第７次江別市総合計画）」のもと、市民の皆様と手を取り合い
ながら、着実にまちづくりを進めてまいります。
　
　結びに、本計画の策定にあたり、ご協力いただいた全ての市民の皆様、関係者の皆様に、心から
感謝とお礼を申し上げます。

令和6（2024）年3月

江別市長







まちづくりの基本理念

いつまでも元気なまち

みんなで支え合う安心なまち

子どもの笑顔があふれるまち

自然とともに生きるまち

新しい時代に挑戦するまち

えべつ未来づくりビジョン
（第7次江別市総合計画）の体系

将来都市像
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（1） 人口減少対策

（2） まちの経済活性化

（3） デジタル技術の活用 

（4） 脱炭素・循環型社会への対応

（5） 地域のつながりづくり

（6） 共生社会への対応

（7） 持続可能な行財政運営 
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はじめに

　アイヌ語の「ユベオツ」（サメのいる川）、「イ・プッ」（大事な
場所への入口）などがまちの名の由来とされる江別市は、古
くからこの地を生活の場としていたアイヌの人々、今日の礎
を築いてきた屯田兵や北越殖民社の人々などによって形作
られてきました。
　明治４（１８７１）年に、宮城県涌谷領から２１戸７６人の
農民が移住し、明治１１（１８７８）年には、屯田兵１０戸５６人
が入地して、明治政府による開拓使府令が布達され、江別村
が誕生しました。
　その後、各地から屯田兵らが入地し、計画的な開拓が進め
られ、大正５（１９１６）年に町制が施行、昭和２９（１９５４）
年には市制が施行され、江別市が誕生しました。

1  江別市の概要

江別市

石狩市 当別町
新篠津村

岩見沢市

南幌町

北広島市

札幌市

江別市

H I S TO RY

歴史

第1章

いしずえ

わく やりょう

WEATH E R

　四季を通じて風が強く、１１月下旬
から翌年４月初旬までが降雪期で、年
間の最大降雪量は、昭和６０（１９８５）
年度に記録した８６７cm、最深積雪量
は、令和４（２０２２）年２月に記録した
１７２cmです。
（※ 雪に関する数値は、江別市土木事
務所での計測値）

気象
NATUR E

　市内には、世界有数の平地林である
「道立自然公園野幌森林公園」をはじめ、
一級河川「石狩川」などの豊かな自然
環境が広がっています。
　また、身近な緑として親しまれてい
る多くの公園や、農村地帯に残る耕地
防風林などもあります。

自然
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LO C AT I ON

　石狩平野の中央に位置し、全体的にほぼ平らな地形で、市内には、日本三大河川の一つで
ある石狩川が流れ、千歳川と夕張川の合流点でもあります。
　また、市内には、幹線道路である国道１２号や、道央と道北を結ぶ国道２７５号、千歳市と
小樽市を結ぶ国道３３７号が通るほか、高速道路（道央自動車道）が市中央部を通り、江別東・
江別西の二つのインターチェンジがあります。

立地

INDUSTRY

　農業では、市の面積の約４０％が農地であり、稲作、畑作、酪農、畜産などにより、多彩な農畜産
物が生産され、市内には、小麦製品や乳製品などの特産物を生かしたお店なども多くあります。
　また、製造業では、特産品である「れんが」などの窯業製品のほか、金属加工製品や食料品
など、様々な製品が製造されています。

産業

▼南幌町へ

▼北広島市へ

◀札幌市へ

▲新篠津村へ ▶岩見沢市へ

北海
道縦
貫自
動車
道

▲当別町へ

江別東
インターチェンジ

江別西
インターチェンジ

国道
275
号

国
道
12
号

道
道
江
別
恵
庭
線

道
央
圏
連
絡
道
路

大
麻
駅

野
幌
駅

高
砂
駅

江
別
駅

豊幌
駅
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2   江別市の強み

2020
6年連続

位
以内

道内 番目に

　充実した交通アクセスや、宅地の取得のしやすさ、豊か
な自然環境などから、14歳以下の子どもの転入超過数
が、平成30（2018）年から6年連続で全国20位以内と
なり、多くの子育て世代に選ばれています。
（※ 総務省 住民基本台帳人口移動報告）

　市内には、四つの大学（酪農学園大学、北翔大学、札幌学
院大学、北海道情報大学）、一つの短期大学（北翔大学短期
大学部）があり、それぞれが個性的な学部・学科を設置し、
専門性の高い教育が行われています。
　また、市内の大学・短大では、約１万人の学生が学んでお
り、江別のまちは、若者が集い、行き交い、活気にあふれて
います。（※令和4（2022）年 道内35市調べ）

　パートナーシップ宣誓制度は、ＬＧＢＴ等の
性的少数者（性的マイノリティ）の当事者を含
むカップルが、互いを人生のパートナーとして
宣誓し、市が両者に対して証明書を交付する
制度です。
　江別市では、性的マイノリティの方々が自
分らしく、いきいきと暮らすことができる社
会を目指し、令和4（2022）年3月にパートナ
ーシップ宣誓制度を導入しました。

　江別市のとなりに位置する札幌市への移動は、電車・自動車ともにアク
セスが良好です。また、市内には、五つのＪＲ駅をはじめ、幹線道路である
国道12号や、道央と道北を結ぶ国道275号、千歳市と小樽市を結ぶ国道
337号が通るほか、高速道路のインターチェンジが二つあるなど、道内各地
への移動がとても便利な立地です。

JR札幌駅まで
の所要時間
（鉄道） 大麻駅

約16分 約19分 約22分 約24分 約30分
野幌駅 高砂駅 江別駅 豊幌駅

札
幌
方
面

岩
見
沢
方
面

子どもの転入超過数 

人口に対する大学生の割合

パートナーシップ
宣誓制度を導入

道内
位第

充実した交通アクセス 江別市

JR
約40分

札幌中心部
（札幌駅）

新千歳空港

高速道路
約50分

石狩湾
新港

小樽港

苫小牧港

一般道路
約50分

高速道路
約55分

高速道路
約70分

JR
約24分

一般道路
約40分

11
22

全国
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「野幌森林公園」

第 位

　江別市には、道立自然公園野幌森林公園があり、
市の面積の約10％を占めています。
　公園の面積は、2,000ヘクタールを超え、大都市の
近郊にある大面積の平地林としては、世界的にも
貴重な存在です。カツラ、ハルニレ、ミズナラなどの
樹木をはじめ、野草やきのこ、また、シマエナガ、クマ
ゲラ、エゾフクロウなどの野鳥や動物、昆虫なども
生息しており、まさに自然の宝庫です。

　江別市は、道央圏の大都市に隣接しながらも、
市の面積の約40％が農地で、都市近郊型農業が
盛んなまちであり、地産地消を推進する取組や
農業者による6次産業化なども積極的
に進められています。
（※令和3（2021）年）

石狩管内６市中 

1道内第 位

　小麦「ハルユタカ」は、初冬まき栽培技術の確立
と普及によって生産が安定し、さらに、市内の産
学官連携によって開発された「江別小麦めん」は、
小麦の生産から製粉・製麺・消費までを市内で完結
させる地産地消の取組として注目されたことに
より、「麦の里えべつ」として市内外に知られてい
ます。（※令和3（2021）年）

ハルユタカの
作付面積

　野菜では、ブロッコリー、レタス、白菜などが道内でも
主要な産地となっているほか、てんさいやスイートコーン
などの生産も盛んです。
　なお、畜産においては、乳用牛が
4,000頭以上、肉用牛が800頭以上
飼育されており、特に、肉用牛の一部は
「えぞ但馬牛」のブランド牛として認知
度を高めています。
（※いずれも令和3（2021）年）

2道内第 位

ブロッコリーの収穫量

3道内第 位

レタスの収穫量

自然の宝庫

耕地面積

「江別のれんが」

　明治期において、日本の近代化に大きく貢献した
「れんが」。
　江別市は、れんがの一大産地で、市内では、れんが
工場が操業しており、「江別のれんが」は北海道遺産
にも認定されています。
　また、市内には、れんがを
使った様々な建築物が多くあ
り、温もりやレトロな雰囲気を
感じることができます。

北海道遺産
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